
平成24年度　協働事業撮返り調査票

協働事業の名称　おゆみ野フォーシーズンプロジェクト

所属名（団体名）おゆみの道緑とせせらぎの会

振返り項目 ��Y]H.以ｸ悗����X/�ｴﾉ?ﾂ�コメント（理由、感賢、気づいたことなa 

1－1協働相手の選定㈲ 協働相手を公募しましたか。公募しない場合 は、選定理由を明確にしましたかも �� 

1－2協働相手の選定（団体等I この事葉の協断日宇として自分の団体はふさわ しい団体でしたカも 迭�地域活動の経験豊富な人材が飾っていること。 優秀な外部ブレーンの支髭をうけていること。 

2目的の共有 事業の目的・目標を共有しまし元か⊃ 迭� 

3日的・目標の達成 事業の日的・目標は達成できましたれ 迭�目標象知者数は大きく上まわった。 

4事業実施中の意見や情報の交換 適宜、意見や障報の交換を行い、必要に応じ協 迭�定期的に役員会を開催し内部の意思統一を図ると 

議事項の見直しを行うなど、柔軟に対応できま したか） 刹､に、活動予定や結果を都度報告してきた。 

総合コメント 

清掃作業に関しては所期の目標を実現できた。また、樹名板の取り付け、自然観察会の実施などにより、市民の蘭心が 

高まってきたように見受けられる。 

振返り項目 ��Y]H.以ｸ悗����X/�ｴﾉ?ﾂ�ラメシト（理由、惑乱気づいたことなa 　　　　　　　　J 

1－1協働の形態の選択㈲ 選択した協勘の形態倭託、共催、事業協力、支 援・補助）は適切でしたか。 �� 

1－2協働の形態の選択（団体等） 自らの特性を活かせる連跨方陰でしたカ㌔ 釘� 

2協働の意義の明確化 協働で実施する必要性やねらいを明確にしまし たから �2�音苦勤の場でそのことを意識的に行ったとは言えな し㌔ 

3主体性雷自主性の尊重 お互いを理解し、尊重して事業を進めました から 迭� 

4　役割と責任喝自覚 �2�公園の清掃業者との役割分担が不明確なところが 

役害扮担や責任の所在が明確でしたか⊃ 凾｠った。 

5協働の成果 協働ならではの成果はありましたか，また、副 次的な効果はありましたか， 虜薇麹若君会易増戦え会昇闇のの寂につ 凌ガjbえ廟た鯛甥つ かった夢 釘�公園緑地事務所、匹敵公民館、社会福祉協議 会、地区垂などから有形無形の支援を受けること が出来た。 

総合コメント 

必ずしも100点満点とはいえないが、お互いの立場を尊重しつつ共通の目標を実現するための′もートナーシップ構築 

の第一歩とすることが出来た。 

この振返りは、協働事業を行った双方が、協働事業への理解を深め、良好なノ←トナーシップを構築することにより、

お互いに成長し、また、よりよい協働事業の発展につなげるために実施するものです。得点の高低や事業の優劣をつけ

るものではありませんので、率直な意見を記入してください。


